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ればならなかった ought-to-do rules の本性
についても説明を与えているのだが、この
点については本書ではあまり言及されてい
ない。しかしながら、「規範／自然メタ原理」
がどのような形でセラーズの議論に表れて
いるのか、ということはオシェアの記述で
十分に明らかになっていると言っていいだ
ろう。このように、セラーズの哲学におい
て主張の根底にある構造が定式化され、そ
れに引きつけて説明がなされるのが本書の
特長のひとつである。ここで詳細を確認す
ることはしないが、オシェアはさらにセラ
ーズが言語の意味や志向性というものをど
のように捉えるのか、ということについて
も、規範と自然との関係という観点から構
造の定式化を行なっている。一見しただけ
ではその目標が必ずしも判然としないセラ
ーズの哲学を理解するにあたって、このよ
うなアプローチは有効であると言える。 
 最後に本書でやや不十分だと思われると
ころを指摘しておくと、言語の意味におい
て実質的推論（material inference）が果たす
役割というものをセラーズは重視するが、
その点に関する記述が少し不足しているの
ではないか、という点を挙げられるかもし
れない。言語の規範性というものを、形式
的推論を越えたより広い枠組みで捉えるセ
ラーズの立場が見えにくく、この点につい
ては少し不満が残る。しかし、体系的なセ
ラーズの哲学に見通しを与える本書のよう
な入門書が近年出版されてきていることが、
セラーズ研究にとって望ましい状況である
ことに間違いはないだろう。 
